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資料 2 メーリングリストへの依頼文 

 

研究協力のお願い 

―がん看護専門看護師の協働的コンサルテーション尺度の開発研究― 

≪研究の趣旨≫ 

現在、聖路加看護大学大学院博士後期課程に在籍し、がん看護専門看護師によるコン

サルテーションについての研究を行っております。今回、がん看護専門看護師のコン

サルテーションが、効果的、かつ円滑に導入されることを推進するための、資料とな

る『協働的コンサルテーション尺度』の開発研究を計画しました。   

本研究は、がん看護専門看護師の皆様と、がん看護専門看護師が所属している施設の

看護師を対象として行います。質問紙は、看護師やがん看護専門看護師のコンサルテ

ーションの認識や協働に関する質問、ご協力くださる方の看護経験などの基本情報や

所属されている施設の状況、そして、開発する尺度の信頼性・妥当性を高めるため、

緩和ケアに関わる医療者の知識・困難感尺度と専門職的自律性尺度の質問で構成され、

合計 109 項目（回答に 20～30分程度を要する）の質問紙調査となります。 

できる限り、全てのがん看護専門看護師の方ご協力いただけることを願っております。

本研究にご参加いただける方は、以下の記入内容①②を記入し、メールにて以下の宛

先へご返信をお願いします。 

宛先 ： 

記入内容：①研究協力に同意する②郵送先の住所 

さらに、がん看護専門看護師が所属している施設で、看護師調査へのご協力いただけ

る施設のご推薦も可能な方は、上記のメールにその旨も含め、ご返信をお願いします。

本研究の趣旨を、研究者より看護管理部門の担当者の方に説明させていただいた上で、

ご承諾を受け、看護師 10～20名へ質問紙の配布を依頼させていただきます。 

本研究の倫理的配慮は下記の通りでございます。ご検討の上、研究に協力下さいます

よう重ねてお願い申し上げます。 

≪研究協力に伴う利益≫ 

この研究にご協力頂くことでの直接的な利益は還元できないかと思われますが、ご返信いた

だいた回答を集計・分析し、がん看護専門看護師のコンサルテーションが円滑に推進できるよ

うな評価視点や教育体制についての示唆として発表させていただきたいと思っております。 
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≪研究協力にともなうリスク(害・不都合)≫ 

質問紙の郵送にあたり、お名前や住所をお知らせいただきますが、質問紙の回収において、

個人を特定することはありません。質問紙を受け取られた後、回答を棄権されることも可能で

ございます。 

≪研究参加への同意の確認≫ 

研究へのご協力への同意は、メールの返信と質問紙の返信をもって確認させていただきます。

また、研究協力いただく施設へは、研究実施許可書への署名をもって同意を確認させていただ

きます。 

≪研究参加への意思決定の自由≫ 

研究へご協力頂くかどうかは皆様の自由意思です。この研究に参加するように強制されるも

のではありません。研究協力をお断りになること、途中での研究協力の取り消しも可能です。

また、この研究協力の可否によって、看護活動への不利益が生じることはございません。 

≪個人情報の保護≫ 

研究を行うにあたってプライバシー保護に十分に配慮し、回収させていただいた回答用紙は

研究者が厳重に管理いたします。また、回答内容は研究の目的以外に使用することはありませ

ん。分析を行っていく際にも個人情報の特定がされないように配慮いたします。そして、この

研究が終了後、すべての情報は責任をもって破棄いたします。研究結果は、博士論文や看護系

の学会や雑誌などで論文として公表を予定していますが，その場合も、皆様の個人情報が特定

できないようにいたします。 

≪研究に関する質問≫ 

この研究に関してご不明な点、ご質問・ご意見がございましたら、以下の連絡先にご連絡下

さい。 

≪倫理審査≫ 

聖路加看護大学研究倫理審査委員会 承認番号 12-027    

【連絡先】 

研究者：梅田恵 

所属機関：聖路加看護大学大学院看護学研究科博士後期課程・看護管理学専攻 

FAX：  

E-mail： 
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資料 3 施設研究協力依頼書 

 

研究協力施設 看護責任者各位 

 

2012 年７月〇日 

聖路加看護大学大学院看護学研究科 

博士後期課程・看護管理学専攻 

梅田恵（研究者 学生） 

井部俊子（指導教員） 

 

研究協力のお願い 

 

 

この度は、『がん看護専門看護師の協働的コンサルテーション尺度の開発研究』への、ご協力

のご検討いただき、感謝申し上げます。本研究の概要は以下の研究の説明文（資料４）にそって、

説明をさせていただき、内容をご理解いただいたうえで、本研究協力のご承認をいただければ幸

いでございます。 

研究内容についてご理解、ご同意をいただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

 

 

 

研究者：梅田恵 

所属機関：聖路加看護大学大学院看護学研究科博士後期課程・看護管理学専攻 

FAX：  

E-mail： 
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資料 4 研究の説明文 

研究の説明 

 

『がん看護専門看護師の協働的コンサルテーション尺度の開発研究』 

 

 このたびは、本研究へのご協力をいただき、ありがとうございます。以下に本研究の計画を

説明させていただいております。本研究に参加されなくても、不利益を受けることはありません

ので、ご安心ください。 

 本研究をご理解いただき、ご賛同いただけた場合には、お忙しい中、恐縮ではございますが、

同封された 6 枚の質問紙にお答えいただき、2 週間を目途にご返信いただきますようよろしく

お願い申しあげます。回答には、20～30 分を要します。 

 

≪研究の趣旨≫ 

（1） 背景・目的 

がん医療の進歩と、がん対策基本法による政策的な変化のなかで、がん看護への期待が

高まっている。がん患者の療養の場は多様化し、がん治療を継続もしくは治療後の障害の

残った体調のなか生活を続ける方が増えてきている。がん特有の後遺症や症状、がんの進

行についての心配などへの対応には、専門性の高いがん看護の提供は不可欠である。がん

看護専門看護師のコンサルテーションが、効果的に、円滑に活用できることで、多くの看

護師による質の高いがん看護提供が保証される。 

コンサルテーションは、看護の質の向上や均てん化に向けた高度実践看護の活動を推進

していくうえで不可欠な機能である。しかし、専門看護師によるコンサルテーションは、

日本では定着しておらず、導入時の戸惑いや葛藤は、看護管理者、看護師、専門看護師そ

れぞれが抱えている現状がある。 

本研究では、看護師と専門看護師のコンサルテーションにおける認識や協働に着目し、

コンサルテーションの過程での、看護師とがん看護専門看護師の協働を測定できる尺度開

発を目的とした。本研究では、“事例コンサルテーション”を対象とし、コンサルティは

“看護師”、コンサルタントは“がん看護専門看護師”として研究を進めることとした。 

 

（2） 対象 



xii 

 

がん看護専門看護師が所属する施設でがん看護に携わっている看護師 50～100名 

がん看護専門看護師 50～100名｡  

（3） 研究方法 

 研究デザインは、横断的記述研究である。質問紙にてデータを収集し、統計的な解析を

行う。 

 

≪研究協力に伴う利益≫ 

この研究にご協力頂くことでの直接的な利益は還元できないかと思われますが、ご返信いた

だいた回答を集計・分析し、がん看護専門看護師のコンサルテーションが円滑に推進できるよ

うな評価視点や教育体制つくりについての示唆を発表させていただきたいと思っております。 

 

≪研究協力にともなうリスク(害・不都合)≫ 

質問紙の郵送にあたり、お名前や住所をお知らせいただきますが、質問紙の回収において、

個人を特定することはありません。質問紙を受け取られた後、回答を棄権されることも可能で

ございます。 

 

≪研究参加への同意の確認≫ 

研究へのご協力への同意は、メールの返信と質問紙の返信をもって確認させていただきます。

また、研究協力いただく施設へは、研究実施許可書への署名をもって同意を確認させていただ

きます。 

 

≪研究参加への意思決定の自由≫ 

看護部長様よりご承認をいただき、研究協力の依頼をさせていただいておりますが、研究へ

ご協力頂くかどうかは皆様の自由意思です。この研究に参加するように強制されるものではあ

りません。研究協力をお断りになること、途中での研究協力の取り消しも可能です。また、こ

の研究協力の可否によって、看護活動への不利益が生じることはございません。 

 

≪個人情報の保護≫ 

研究を行うにあたってプライバシー保護に十分に配慮し、回収させていただいた回答用紙は

研究者が厳重に管理いたします。また、回答内容は研究の目的以外に使用することはありませ
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ん。分析を行っていく際にも個人情報の特定がされないように配慮いたします。そして、この

研究が終了後、すべての情報は責任をもって破棄いたします。研究結果は、博士論文や看護系

の学会や雑誌などで論文として公表を予定していますが，その場合も、皆様の個人情報が特定

できないようにいたします。 

 

≪研究に関する質問≫ 

この研究に関してご不明な点、ご質問・ご意見がございましたら、以下の連絡先にご連絡下

さい。 

 

【倫理審査】 

聖路加看護大学研究倫理審査委員会 承認番号 12-027    

 

【連絡先】 

研究者：梅田恵 

所属機関：聖路加看護大学大学院看護学研究科博士後期課程・看護管理学専攻 

FAX：  

E-mail： 

指導教員：井部俊子(聖路加看護大学 看護管理学・教授) 
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資料 5 施設研究実施許可書 

 

施設研究実施許可書 

 

≪施設用≫ 

 

私は、研究依頼書(別紙「研究の説明文『がん看護専門看護師の協働的コンサ

ルテーション尺度の開発研究』)の説明を受け、内容を理解した上で、この研究に協

力することに承諾いたします。 

 

 

日付       年   月   日 

 

 

承諾者 職位・所属(署名)：                                  

 

氏名(署名)：                  

 

  

 

 

 

聖路加看護大学研究倫理審査委員会 承認番号 12-027         

 

        

  



xv 

 

資料 6 看護師への研究協力のお願い 

 

研究参加者の皆様へ 

 

2012 年 7 月〇日 

聖路加看護大学大学院看護学研究科 

博士後期課程・看護管理学専攻 

梅田恵（研究者 学生） 

井部俊子（指導教員） 

 

研究協力のお願い 

 

 

拝啓、初夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

この度、別紙の説明文のように、『がん看護専門看護師の協働的コンサルテーション尺度の開

発研究』に取り組むことになりました。つきましては、皆様に、研究内容についてご理解、ご同意を

いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

添付資料は、以下の通りです。 

1） 研究の説明       A4 版 3 ページ（両面印刷） 

2） 質問紙          A4 版 7 ページ（両面印刷） 

3） 返信用封筒       1 通 

 

以上 

 

 


